
あ お も り

さんのへ川まつり 三
さん

戸
のへ

町
まち

　「さんのへ川まつり」が８月５日に熊原川特設会場で行われ、町内外の多くの人でにぎわいました。
　初めて開催された「さんのへ川まつり」は、三戸町商工会青年部が「三戸町町民提案地域活性化事業補助金」を活用して実施
しました。
　真剣な表情でつかみ取りに挑戦し、中には約40㎝の魚を捕まえた子どもも！
　子どもたちは、自然や生き物に触れあうことの楽しさを学びました。
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２

平成29年度決算等を審議

関会長があいさつ

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
及
び

各
郡
町
村
会
事
務
局
長
な
ど
三
十

七
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め
に
関

会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、「
地

方
創
生
の
推
進
の
た
め
、
今
後
も

全
国
町
村
会
及
び
関
係
団
体
と
連

携
を
密
に
保
ち
な
が
ら
、
地
方
交

付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源

の
確
保
な
ど
町
村
が
直
面
す
る

様
々
な
行
財
政
上
の
課
題
解
決
に

向
け
、
活
動
を
更
に
強
力
に
展
開

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
関
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
九

年
度
会
務
報
告
や
収
支
決
算
な
ど

を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

議
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
九
年

度
青
森
県
町
村
会
会
務
報
告
＝

①
平
成
二
十
九
年
度
は
、
町
村
の

声
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
等

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同
で

国
会
議
員
に
対
し
、
次
の
項
目
を

説
明
し
協
力
を
求
め
た
。

・
地
方
創
生
の
推
進

・
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化

・
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
及
び

総
合
的
な
子
育
て
支
援
な
ど
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
施
策
の
強

力
な
推
進

・
地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
・
確

保
対
策
の
推
進
を
は
じ
め
と
す

る
、
農
林
水
産
業
の
振
興

・
社
会
基
盤
の
整
備
促
進

・
観
光
客
誘
客
対
策
の
推
進

・
環
境
保
全
対
策
の
推
進

　

ま
た
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同

で
自
由
民
主
党
本
部
及
び
総
務
省

等
関
係
省
庁
へ
重
点
施
策
提
案
活

動
を
実
施
し
た
。

②
平
成
三
十
年
度
地
方
財
政
対
策

に
関
す
る
要
望
は
、
県
選
出
国
会

議
員
や
総
務
省
等
へ
県
、
県
市
長

会
、
本
会
が
合
同
で
実
施
し
た
ほ

か
、
本
会
単
独
で
も
実
施
し
た
。

③
こ
の
よ
う
に
、
各
団
体
と
連
携

し
積
極
的
な
運
動
等
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
政

府
予
算
に
お
い
て
、
地
方
が
求
め

て
い
た
地
方
創
生
に
必
要
な
財
源

確
保
に
つ
い
て
は
、｢

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費｣

を
引

き
続
き
一
兆
円
確
保
す
る
と
と
も

に
、｢

地
方
創
生
推
進
交
付
金｣

も
前
年
度
と
同
額
の
一
千
億
円
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地

方
の
一
般
財
源
総
額
は
平
成
二
十

九
年
度
の
水
準
を
上
回
る
額
が
確

保
さ
れ
た
。

④
道
路
除
排
雪
経
費
に
対
す
る
特

別
交
付
税
の
配
分
に
関
す
る
要
望

等
は
、
県
選
出
国
会
議
員
や
総
務

省
等
へ
県
、
県
市
長
会
、
本
会
が

合
同
で
実
施
し
た
ほ
か
、
本
会
単

独
で
も
実
施
し
た
。

⑤
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
並
び
に

北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館

北
斗
間
の
開
業
効
果
を
最
大
限
に

活
か
し
継
続
す
る
た
め
、
町
村
の

魅
力
を
全
国
に
向
け
強
く
発
信
す

　

本
会
は
八
月
二
十
一
日
、

鰺
ヶ
沢
町
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

メ
ー
ル
山
海
荘
で
第
二
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、
平
成

二
十
九
年
度
会
務
報
告
、
収

入
支
出
決
算
な
ど
を
原
案
ど

お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

本
会
定
期
総
会
を
開
催



３

自殺対策について解説する反町
教授

トレーニング方法を指導する天
間講師

る
こ
と
並
び
に
町
村
振
興
を
目
的

に
、（
公
財）

青
森
県
市
町
村
振

興
協
会
の
助
成
を
受
け
、
町
村
が

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成
金

を
交
付
す
る
町
村
の
魅
力
発
信
事

業
を
実
施
し
た
。

⑥
特
産
品
や
観
光
資
源
等
の｢

宝
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
、
全
国
町
村
会
主
催

イ
ベ
ン
ト｢

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！

二
〇
一
七｣

に
お
い
て
、
参
加
町

村
に
対
す
る
各
種
支
援
を
行
っ
た
。

⑦
町
村
行
財
政
負
担
軽
減
の
た
め

の
法
令
外
負
担
金
等
委
員
会
は
、

四
十
五
団
体
の
町
村
負
担
金
等
の

審
査
・
規
制
を
行
っ
た
。

⑧
東
京
二
十
三
区
・
特
別
区
長
会

と
の
連
携
協
定
締
結
を
契
機
と
し
、

本
県
か
ら
首
都
圏
に
向
け
た
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
・
放
送
に
県
内
全

町
村
が
広
域
的
に
取
り
組
み
、
平

成
三
十
年
三
月
に
放
送
し
、
情
報

発
信
を
図
っ
た
。

⑨
町
村
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
町
村
と
連
携
し
、
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う

町
村
自
治
振
興
調
査
研
究
は
、
小

型
風
力
発
電
施
設（

二
十
kw
未
満）

に
係
る
会
議
を
開
催
し
た
。

⑩
一
方
、
町
村
長
の
健
康
管
理
の

一
環
と
し
て
、
例
年
通
り
健
康
管

理
研
修
会
及
び
総
合
健
診
を
実
施

し
た
。

⑪
さ
ら
に
、
本
会
事
業
運
営
の
基

盤
で
あ
る
各
種
共
済
事
業
の
推
進
、

自
治
功
労
者
表
彰
の
実
施
、
市
町

村
長
等
特
別
研
修
会
ほ
か
各
種
研

修
事
業
、
町
村
職
員
採
用
試
験
な

ど
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し

た
ほ
か
、
本
会
内
部
に
事
務
局
を

置
く
三
協
議
会
や
県
・
関
係
団
体

と
緊
密
な
連
携
の
う
え
、
積
極
的

な
協
力
・
協
調
体
制
で
事
業
を
実

施
し
た
。（
事
項
別
概
要
略）

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
九
年

度
一
般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収

入
済
総
額
三
億
千
三
百
九
十
三
万

六
百
九
十
四
円
、
支
出
済
総
額
二

億
八
千
七
百
七
十
六
万
七
千
五
百

三
十
五
円
で
、
差
引
き
二
千
六
百

十
六
万
三
千
百
五
十
九
円
の
残
額

を
生
じ
、
こ
の
う
ち
財
政
調
整
基

金
規
定
第
二
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
千
四
百
万
円
を
基
金
へ

繰
り
入
れ
、
残
額
千
二
百
十
六
万

三
千
百
五
十
九
円
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
も
の
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
九
年

度
特
別
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収

入
済
総
額
四
千
六
百
二
十
七
万
千

七
百
九
十
八
円
、
支
出
済
総
額
四

千
七
百
二
十
二
万
九
千
四
百
四
十

六
円
で
、
差
引
損
失
九
十
五
万
七

千
六
百
四
十
八
円
に
よ
り
純
資
産

九
百
十
八
万
五
千
九
百
九
十
四
円

で
あ
っ
た
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予

算（

補
正
第
一
号）

案
＝
収
入
支

出
予
算
の
総
額
に
収
入
支
出
そ
れ

ぞ
れ
千
九
百
十
六
万
七
千
円
を
追

加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
二
千
六

百
六
十
六
万
二
千
円
と
す
る
。

　

ま
た
、
総
会
閉
会
後
、
総
務
省

消
防
庁
が
市
町
村
の
消
防
の
広
域

化
に
つ
い
て
、
青
森
県
危
機
管
理

局
防
災
危
機
管
理
課
が
防
災
・
危

機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
テ
キ
ス

ト
等
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人

日
本
Ｕ
Ａ
Ｖ
利
用
促
進
協
議
会
が

多
様
な
災
害
時
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
に
つ
い
て
、
公
益
社
団

法
人
青
森
県
物
産
振
興
協
会
が
同

協
会
の
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

本
会
は
、
定
期
総
会
後
、
引
き

続
き
八
月
二
十
三
日
ま
で
町
村
長

健
康
管
理
研
修
を
実
施
し
た
。

　

二
十
二
日
は
、
午
前
に
町
村
長

健
康
管
理
研
修
会
を
開
催
し
、
青

森
県
立
保
健
大
学
健
康
科
学
部
看

護
学
科
・
大
学
院
健
康
科
学
研
究

科
教
授
の
反
町
吉
秀
氏
が
「
地
域

づ
く
り
と
し
て
、
生
き
る
こ
と
の

包
括
的
支
援
と
し
て
の
自
殺
対
策

と
市
町
村
計
画
の
策
定
」
と
題
し
、

講
演
し
た
。

　

反
町
氏
は
「
多
く
の
自
殺
は
個

人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
で
は
な

く
、
も
う
生
き
ら
れ
な
い
、
死
ぬ

し
か
な
い
と
い
う
状
況
に
追
い
込

ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
た
め
、
当

事
者
が
生
き
る
道
を
選
べ
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
が
自
殺
対
策
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
陥
る
こ
と
の
な
い
地
域
・

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
長
期
的
な

対
策
で
あ
る
た
め
、
自
殺
対
策
は

あ
ら
ゆ
る
部
局
・
課
に
関
連
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
子
供
の
自
殺
に
は
周
囲

が
予
兆
を
感
じ
る
前
に
行
わ
れ
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
学
校

の
企
画
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た

授
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
学
校
に

お
け
る
自
殺
対
策
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

午
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
研
修
会

を
開
催
し
、
健
康
運
動
指
導
士
会

青
森
県
支
部
理
事
の
天
間
琴
美
氏

の
指
導
の
も
と
、
簡
単
に
行
え
る

ス
ト
レ
ッ
チ
法
や
コ
ア
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
を
参
加
者
ら
で
実
践
。
自

分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、
汗
を
流

す
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

二
十
三
日
は
、
青
森
市
の
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
で
各
種
検
査
を
受

診
し
、
今
後
の
公
務
に
備
え
た
。

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
村
長
健
康
管
理
研
修



４

第３回
理事会

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
先
立
つ

八
月
二
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ

ル
で
第
三
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
関
会
長
を
は
じ
め
役
員

町
村
長
十
二
人
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年

度
本
会
会
務
報
告
、
一
般
会
計
収

支
決
算
の
認
定
な
ど
議
案
四
件
の

審
議
と
、
第
二
回
定
期
総
会
次
第

案
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

会
務
報
告
及
び
収
支
決
算

等
は
、
八
月
二
十
一
日
開

催
の
定
期
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成

二
十
九
年
度
青
森
県
町
村

会
会
務
報
告
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
二
号　

平
成

二
十
九
年
度
青
森
県
町
村

会
一
般
会
計
収
入
支
出
決

算
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
の
件

○
議
案
第
三
号　

平
成

二
十
九
年
度
青
森
県
町
村

会
公
有
物
件
共
済
事
業
等
特
別
会

計
収
入
支
出
決
算
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予

算
（
補
正
第
一
号
）
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
三
十
年
第

二
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次

第
案
に
つ
い
て

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
七

月
十
日
、
青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森

で
、
消
防
補
償
等
実
務
研
修
会
及

び
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
消
防

事
務
担
当
者
等
四
十
二
人
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
組

合
の
小
笠
原
事
務
局
長
が
「
地
域

防
災
を
担
う
消
防
団
の
安
全
と
健

康
を
守
る
こ
と
は
、
市
町
村
の
責

務
で
あ
り
、
災
害
現
場
な
ど
で
起

こ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

団
員
が
安
全
確
実
に
任
務
を
遂
行

す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
を
修
得

で
き
る
環
境
を
一
層
充
実
強
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

続
い
て
、
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
等
共
済
基
金
災
害
補
償
課

の
甲
能
主
事
か
ら
、
公
務
災
害
発

生
時
の
提
出
書
類
や
療
養
費
等
を

請
求
す
る
際
の
留
意
点
な
ど
公
務

災
害
補
償
業
務
関
係
の
ほ
か
、
自

動
車
等
損
害
見
舞
金
制
度
に
つ
い

て
、
退
職
報
償
課
の
矢
部
調
査
役

か
ら
退
職
金
報
償
金
の
概
要
等
及

び
退
職
報
償
金
請
求
の
留
意
点
等

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
午
後
に
開
催
し
た
健
康

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
健
康
運
動
指
導
士
会
の

植
村
氏
が「

仕
事
や
家
事
の
合
間

に
や
ろ
う
！
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト

レ
」
と
題
し
て
講
義
し
た
。
植
村

氏
は
、
本
県
で
は
生
活
習
慣
病
を

原
因
と
し
た
死
亡
率
が
高
い
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

も
運
動
を
心
が
け
る
よ
う
呼
び
か

け
た
ほ
か
、
短
時
間
で
効
果
を
得

ら
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
を
解
説
実
践

し
た
。

甲能主事が公務災害補償について説明

生活習慣病の予防を呼びかける植村氏

会務報告等を審議

定
期
総
会
提
案

事
項
等
を
決
定

消
防
団
員
公
務
災
害
等

事
務
の
基
礎
を
学
ぶ

消
防
補
償
等
実
務
研
修
会

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

県
支
部
は
、
本
会
理
事
会
終
了
後
、

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
同
支
部
の
平
成

二
十
九
年
度
収
支
決
算
な
ど
議
案

二
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
し
た
。

2929
年
度
の

年
度
の

決
算
を
認
定

決
算
を
認
定

生
協
支
部
委
員
会

生
協
支
部
委
員
会
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安田総務事務次官へ提案書を提出

　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
協
議

会（

会
長＝

棚
野
北
海
道
町
村
会

長）

は
、
七
月
二
十
七
日
、
東
京

都
内
で
、
平
成
三
十
一
年
度
政
府

予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る

要
請
及
び
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
特
別
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
請
活
動
に
は
各
道
県
会
長
等

が
出
席（

本
県
か
ら
は
関
会
長
が

出
席）

し
た
。
当
日
は
、
萩
生
田

自
由
民
主
党
幹
事
長
代
行
、
吉
野

復
興
大
臣
、
安
田
総
務
省
総
務
事

務
次
官
、
黒
田
総
務
省
自
治
財
政

局
長
の
ほ
か
、
総
務
省
幹
部
職
員

に
提
案
書
を
提
出
し
、
要
請
項
目

の
実
現
を
強
く
求
め
た
。

　

要
請
項
目
は
次
の
と
お
り
。

平
成
三
十
一
年
度
政
府
予
算
編
成

並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
自
治
の
確
立
に
つ
い
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ

い
て

４　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
域
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

５　

持
続
的
な
鉄
道
網
の
確
立
に

つ
い
て

６　

新
幹
線
鉄
道
の
建
設
促
進
及

び
並
行
在
来
線
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

７　

道
路
網
の
整
備
促
進
及
び
生

活
交
通
路
線
の
維
持
・
確
保
に

つ
い
て

８　

農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

９　

森
林
・
林
業
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

10　

水
産
業
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
11　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

12　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
つ

い
て

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る特

別
要
請

Ⅰ　

復
旧
・
復
興
対
策

１　

復
旧
・
復
興
に
必
要
な
財
源

の
確
保
等

２　

復
興
特
区
制
度
の
柔
軟
な
運

用
３　

被
災
者
の
生
活
再
建
に
対
す

る
支
援

４　

文
教
環
境
の
復
旧
・
復
興
支

援
５　

農
林
水
産
業
の
復
旧
・
復
興

支
援

６　

復
興
事
業
と
し
て
の
社
会
資

本
整
備
等
の
促
進

７　

被
災
企
業
等
へ
の
支
援
と
雇

用
の
創
出
・
確
保

８　

観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
策

の
拡
充

９　

復
興
推
進
の
た
め
の
体
制
強

化
等

10　

東
北
復
興
の
た
め
の
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
誘
致

Ⅱ　

原
子
力
災
害
対
策

１　

真
の
事
故
収
束
に
向
け
た
取

り
組
み

２　

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力

発
電
所
の
廃
炉

３　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
確
実
な
実
施

４　

健
康
被
害
防
止
対
策
等
へ
の

支
援

５　

損
害
賠
償
等
の
確
実
な
実
施

６　

放
射
性
物
質
の
除
染
等

７　

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
等

８　

風
評
払
拭
・
風
化
防
止
等
へ

向
け
た
取
り
組
み

９　

避
難
指
示
区
域（

解
除
区
域

も
含
む）

の
復
興
と
避
難
者
へ

の
生
活
支
援

10　

地
域
経
済
の
復
興
に
向
け
た

支
援
及
び
新
た
な
産
業
に
よ
る

雇
用
創
出

11　

防
犯
・
防
火
体
制
の
強
化

12　

避
難
指
示
区
域
等
に
お
け
る

有
害
鳥
獣
対
策

13　

復
興
庁
機
能
の
存
続

地
方
創
生
の
推
進
、

震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
な
ど
を
要
請

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
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本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町
村

振
興
協
会
は
三
団
体
共
催
に
よ
り
、

八
月
二
日
、
青
森
市
の
ア
ッ
プ
ル

パ
レ
ス
青
森
で
平
成
三
十
年
度
市

町
村
自
治
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
町
村
長
、
副
町
村
長
及

び
幹
部
職
員
等
百
二
十
人
。

　

本
研
修
会
は
、
各
市
町
村
が
地

域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
多
様

で
個
性
的
な
地
域
社
会
を
目
指
し

な
が
ら
、
諸
課
題
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
例
年
開
催
し
て

お
り
、
本
年
度
は
関
係
人
口
に
着

目
し
た
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
関
会
長
が
「
本

県
市
町
村
は
急
速
な
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
、
行
政
需
要
の
多
様

化
へ
の
対
応
な
ど
重
要
課
題
が
山

積
す
る
な
か
、
各
市
町
村
で
は
人

口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に

向
け
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
。
本
日
の
講
演

が
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
島
根
大
学
教
育
学
部

教
授
の
作
野
広
和
氏
が
「
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
自
治
体
が
果
た

す
べ
き
役
割
〜
移
住
・
交
流
の
促

進
と
関
係
人
口
を
中
心
に
〜
」
と

題
し
、
講
演
し
た
。

　

作
野
氏
は
講
演
の
中
で
、「
青

森
県
だ
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
い

が
、
進
学
・
就
職
を
機
に
多
く
の

若
者
が
県
外
に
流
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、西
日
本
で
は
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
流
出
し
た
人
口

が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
非
常
に
多

い
が
、
青
森
県
で
は
流
出
す
る
一

方
で
あ
る
た
め
、
県
外
に
流
出
し

た
後
に
地
域
へ
と
戻
っ
て
く
る
構

造
・
文
化
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
関
係
人
口
に

つ
い
て
「
関
係
人
口
と
は
、
移
住

し
た
定
住
人
口
で
も
な
く
、
観
光

に
来
た
交
流
人
口
で
も
な
い
、
地

域
や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ

る
者
で
あ
る
。
必
ず
し
も
定
住
を

目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
関
係
人

口
に
お
い
て
は
数
よ
り
も
関
係
性

そ
の
も
の
が
重
要
で
あ
り
、
関
係

性
を
太
く
す
る
方
法
に
は
決
ま
っ

た
手
段
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
行

政
は
議
会
や
予
算
な
ど
の
問
題
か

ら
手
探
り
で
取
り
組
む
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

に
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
も
ら

い
、
自
治
体
は
そ
の
機
会
や
場
を

整
え
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
と

思
わ
れ
る
」
と
し
た
。

関係人口について講演する作野教授

「関係人口」をテーマに「関係人口」をテーマに
作野島根大学教授が講演作野島根大学教授が講演

市町村自治研修会市町村自治研修会

　

公
明
党
は
、
八
月
二
十
八
日
、

青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で

政
策
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
公
明
党
の
井
上

党
幹
事
長
、
横
山
元
農
林
水
産
大

臣
政
務
官
、
若
松
元
復
興
副
大
臣
、

伊
吹
県
本
部
代
表
、
畠
山
県
本
部

幹
事
長
の
ほ
か
、
公
明
党
幹
部
ら

が
出
席
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
関
会
長
、
浜
谷
、

吉
田
両
副
会
長
の
ほ
か
理

事
五
名
が
出
席
し
、
地
方

創
生
の
推
進
や
地
方
財
政

基
盤
の
充
実
・
強
化
な
ど

六
項
目
の
重
点
施
策
を
説

明
し
、
提
案
項
目
の
実
現

へ
協
力
を
求
め
た
ほ
か
、

参
加
町
村
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ

た
。

　

提
案
項
目
は
次
の
と
お

り
。

公
明
党
政
策
懇
談
会

重
点
施
策
提
案

１　

地
方
創
生
の
推
進
に

つ
い
て

２　

地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強

化
に
つ
い
て

３　

医
療
・
保
健
・
福
祉
施
策
の

強
力
な
推
進
に
つ
い
て

４　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
５　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

６　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

意見書を取り交わす関会長と井上党幹事長

地
方
財
政
基
盤
の

地
方
財
政
基
盤
の

充
実
・
強
化
な
ど
を
提
案

充
実
・
強
化
な
ど
を
提
案

公
明
党
政
策
懇
談
会

公
明
党
政
策
懇
談
会
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本
会
は
七
月
十
七
日
、
青
森
市

の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
自
動

車
事
故
処
理
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
市
町
村
及
び
一
部
事
務

組
合
の
担
当
者
等
六
十
人
。

　

研
修
会
は
本
会
共
済
担
当
課
長

あ
い
さ
つ
の
後
、
事
務
局
か
ら
事

故
発
生
状
況
報
告
書
の
記
入
方
法

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

次
に
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
株
式
会
社
青
森
保
険
金

サ
ー
ビ
ス
課
の
小
沢
課
長
が
、
自

動
車
及
び
自
転
車
の
事
故
事
例
を

解
説
し
た
。
小
沢
課
長
は｢

判
例

タ
イ
ム
ス｣

を
基
に
し
た
過
失
割

合
の
判
断
方
法
を
解
説
し
た
ほ
か
、

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
つ
い

て｢
自
転
車
は
免
許
が
不
要
で
あ

る
た
め
、
交
通
規
則
を
あ
ま
り
理

解
し
て
い
な
い
児
童
が
運
転
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
児
童

で
あ
っ
て
も
高
額
な
賠
償
責
任
を

負
う
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

転
車
で
あ
っ
て
も
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
運
転
す
る
必
要
が
あ
る
。｣

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
会
災
害
共

済
部
自
動
車
事
業
課
の
筒
井
参
事

　

本
会
は
八
月
二
十
日（

月）

か

ら
二
十
一
日（

火）

に
か
け
て
、

西
目
屋
村
・
藤
崎
町
の
地
域
振
興

事
業
研
修
を
実
施
し
た
。

　

研
修
に
は
町
村
長
二
十
一
人
が

参
加
し
、
西
目
屋
村
の
道
の
駅
津

軽
白
神
「
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め

や
」、
及
び
藤
崎
町
の
「
ふ
じ
さ

き
食
彩
テ
ラ
ス
」
を
視
察
し
た
。

　

二
十
日
の
道
の
駅
津
軽
白
神

「
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
」
で
は
、

県
内
初
と
な
る
水
陸
両
用
バ
ス
ツ

ア
ー
「
ニ
シ
メ
ヤ
・
ダ
ム
レ
イ
ク

ツ
ア
ー
」
の
視
察
を
行
っ
た
。
同

事
業
は
、
平
成
二
十
八
年
の
津
軽

ダ
ム
完
成
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ダ

ム
湖
「
津
軽
白
神
湖
」
の
活
用
策

と
し
て
昨
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
水
陸
両
用
バ
ス
で
津
軽
白

神
湖
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
翌
二
十
一
日
に
は
、
本

年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
藤
崎
町

の
「
ふ
じ
さ
き
食
彩
テ
ラ
ス
」
の

視
察
を
行
っ
た
。
同
施
設
は
地
元

農
家
直
送
の
新
鮮
な
農
産
物
や
土

産
品
を
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
地

元
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
や
、
藤
崎
町
や
周
辺
地
域
の

観
光
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
参
加
者
は
同
施
設
の
目
指

す
将
来
像
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
施
設
を
見
学
し
た
。

　

参
加
し
た
町
村
長
は
二
日
間
の

視
察
に
よ
り
両
町
村
の
取
り
組
み

を
直
接
見
聞
し
、
地
域
振
興
へ
の

理
解
を
深
め
た
。

及
び
桜
井
調
査
役
か
ら
、｢

事
故

の
加
害
者
に
刑
事
、
行
政
、
民
事

の
三
つ
の
責
任
が
生
じ
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ

れ
ら
に
加
え
て
道
義
上
の
責
任
も

生
じ
る
。
民
事
上
の
責
任
に
よ
る

経
済
的
な
損
失
は
共
済
で
補
填
で

き
る
が
、
相
手
へ
の
謝
罪
と
い
っ

た
道
義
上
の
責
任
は
加
害
者
本
人

に
し
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
加
害
者
は
道
義
上
の
責
任

も
果
た
す
必
要
が
あ
る｣

と
、
自

動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
責
任

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
会
自
動
車
共
済
の
事

故
処
理
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社

ジ
ッ
ク
・
自
動
車
共
済
サ
ー
ビ
ス

事
務
所
の
北
澤
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

は
、｢

自
動
車
事
故
事
例
検
証｣

と
題
し
て
示
談
に
関
連
す
る
知
識

や
事
故
現
場
で
の
対
応
を
説
明
し

た
。｢

共
済
で
は
相
手
方
と
の
示

談
交
渉
は
査
定
専
門
員
が
行
う
と

規
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

相
手
方
と
安
易
な
約
束
を
し
て
し

ま
う
と
示
談
交
渉
が
難
し
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
示
談
交
渉
の
際
に
は

査
定
専
門
員
を
通
す
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い｣

と
述
べ
た
ほ
か
、

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
際
に

と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

最
後
に
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の

伊
藤
祐
輔
弁
護
士
が
緊
急
車
両
の

事
故
の
判
例
を
解
説
し
た
。
伊
藤

弁
護
士
は｢

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

赤
色
灯
を
点
灯
し
て
い
て
も
、
拡

声
機
で
の
呼
び
か
け
が
不
十
分

だ
っ
た
た
め
に
緊
急
車
両
に
過
失

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た

と
え
緊
急
車
両
で
あ
っ
て
も
、
交

差
点
へ
の
進
入
時
等
に
は
最
善
の

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
事
故
の
状

況
を
証
拠
と
し
て
残
す
こ
と
が
で

る
よ
う
、
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
装
着
の
必
要
性
を
説

明
し
た
。

判例を解説する伊藤弁護士

平田藤崎町長が町の取り組みを説明

自
動
車
事
故
へ
の

対
応
を
学
ぶ

自
動
車
事
故
処
理
研
修
会

西目屋村・藤崎町の
取り組みを視察

地域振興事業研修
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成30年10月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ 33.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ 33.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ 33.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ 34. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ 34. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ 34. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ 34. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ 34. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ 34. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ 34. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ 33.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
鶴
田
町
長
選

挙
は
、
七
月
三
十
一
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
相
川
正
光
氏
（
64
）
が
無

投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
副
議
長
、
町
収

入
役

　本会は７月22日（日）と
９月16日（日）に、町村職
員採用試験を青森市の青森
公立大学を会場に実施し
た。
　７月の第１回統一試験
は、職種が上級で、参加団
体及び受験申込者数は21団
体、260人、９月の第２回
統一試験は、職種が中級職、
初級職、社会人で、参加団
体及び受験申込者数は32団
体、329人であった。

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
鰐
町
長
選

挙
は
、
七
月
三
日
告
示
さ
れ
、
現

職
の
山
田
年
伸
氏
（
66
）
が
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員

鶴
田
町
長　

相あ
い

川か
わ　

正ま
さ

光み
つ　

氏

大
鰐
町
長　

山や
ま

田だ　

年と
し

伸の
ぶ　

氏

町
村
長
選
挙
結
果

職員採用統一試験
を実施
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平成30年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表
月　　日 時間 大会 ・ 会議等 会　　場 主　催　者

10月23日（火） 午前中 半島振興対策促進大会 イイノホール 全国半島振興市町村協議会　他

10月23日（火） 13：30 安全・安心の道づくりを求める全国大会 砂防会館　別館

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

11月13日（火） 13：00 治水事業促進全国大会 砂防会館　別館 全国治水期成同盟会連合会

11月15日（木） 10：00 第63回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館　別館 全国簡易水道協議会

11月15日（木） 13：00 全国過疎地域自立促進連盟第49回定期総会 メルパルク東京 全国過疎地域自立促進連盟

11月16日（金） 10：00 国保制度改善強化全国大会 明治神宮会館 国民健康保険中央会

11月20日（火） 11：00 全国治水砂防促進大会 砂防会館　別館 全国治水砂防協会

11月21日（水） 12：00 第62回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 全国町村議会議長会

11月21日（水） 13：00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会
ＴＫＰ東京駅大手町
カンファレンスセンター

全国浄化槽推進市町村協議会

11月26日（月） 14：00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会 全国町村会館 ダム・発電関係市町村全国協議会

11月27日（火） 17：00 県選出国会議員との懇談会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月28日（水） 12：00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 全国町村会（行政部）

11月28日（水） 15：30 北東北三県町村長中央研修会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月28日（水） 17：15 北東北三県町村長中央交流会 ホテルニューオータニ 青森県町村会

11月29日（木） 10：00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 全国市町村水産業振興対策協議会

11月29日（木） 10：30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 全国山村振興連盟

11月29日（木） 13：00 国保制度改善強化全国大会 よみうりホール 国民健康保険中央会

　

県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
は

七
月
二
十
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
平
成
三
十
年
度
市

町
村
税
務
徴
収
研
修
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
税
務
担

当
職
員
六
十
人
。

　

研
修
会
で
は
對
馬
機
構
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
本
機
構
の
関
主
事
が

地
方
税
と
公
課
の
競
合
す
る
事
案

に
つ
い
て
「
地
方
税
は
地
方
団
体

の
財
政
収
入
の
大
宗
を
占
め
て
い

る
た
め
高
度
な
公
益
性
を
有
し
て

お
り
、
公
権
力
に
基
づ
く
給
付
義

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
特
別
の
優
先

権
に
よ
っ
て
徴
収
の
確
保
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
地
方
税
は
公
課
を

は
じ
め
と
し
た
債
権
に
優
先
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
共
益
費
用
性
と

無
対
価
性
を
根
拠
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
ほ
か
、
交
付
要
求
・
参

加
差
押
な
ど
の
関
連
す
る
滞
納
処

分
に
つ
い
て
実
際
の
事
例
を
交
え

な
が
ら
説
明
し
た
。

　

引
き
続
き
、
野
藤
主
幹
は
税
務

職
員
の
基
本
的
な
心
構
え
と
し
て
、

「
一
般
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
円
滑
に
仕
事
を
進
め
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と

述
べ
た
ほ
か
、
納
税
者
等
へ
の
基

本
的
な
対
応
と
し
て
、
正
当
な
抗

議
・
不
満
に
は
誠
実
に
対
応
す
る

こ
と
や
、
専
門
用
語
を
多
用
せ
ず

に
相
手
の
知
識
・
理
解
力
に
応
じ

た
説
明
を
心
が
け
る
こ
と
な
ど
を

挙
げ
た
。

　

ま
た
、
滞
納
者
等
と
の
電
話
応

対
事
例
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ

る
相
手
の
主
張
や
、
そ
れ
に
対
す

る
回
答
を
解
説
し
た
。

あいさつを述べる對馬機構長

徴
収
実
務
へ
の理

解
を
深
め
る

市
町
村
税
務
徴
収
研
修
会
を
開
催
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〇フェア開催期間　平成30年９月29日（土）～平成30年12月16日（日）
〇フ ェ ア 会 場　北のプレミアムフード館〔Kita-pre〕２階
　　　　　　　　　新宿区神楽坂３-2-61　℡ 03-5225-2566
　　　　　　　　　営業時間：11：30～19：30
　　　　　　　　　※市川竹瑛津軽三味線・ネブタばやし演奏日は11：00開店

《アクセス》
・東京メトロ有楽町線・南北線【飯田橋】Ｂ３出口
　徒歩４分
・ＪＲ中央線【飯田橋】西口　徒歩５分
・都営地下鉄大江戸線【牛込神楽坂駅】　徒歩４分

町
村
イ
チ
押
し
の
特
産
品
を
販
売

  
青
森
ま
ち
・
む
ら
ま
る
っ
と
！

青
森
ま
ち
・
む
ら
ま
る
っ
と
！

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
開
催
中

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
開
催
中

　

本
会
で
は
、
９
月
29
日
（
土
）
か
ら
12
月

16
日
（
日
）
ま
で
、
東
京
・
神
楽
坂
の
北
の

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
館
で
「
青
森
ま
ち
・
む

ら
ま
る
っ
と
！
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、
観
光
や
移
住
・
定
住
情
報
も
満
載
の
当

フ
ェ
ア
へ
、
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
‼ 
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本
会
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
か
け
て
、
県
内
五
地
区
七
会

場
に
お
い
て
関
係
市
町
村
及
び
一

部
事
務
組
合
な
ど
を
対
象
に
、
災

害
共
済
関
係
事
業
地
区
別
事
務
打

合
会
を
開
催
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
本
会
の
各
共
済

事
業
の
幹
事
会
社
で
あ
る
損
保

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜（

株）

及
び

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
全

国
町
村
等
職
員
任
意
共
済
保
険
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
本
会
事

務
局
と
共
に
本
会
共
済
事
業
の
加

入
推
進
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

開
催
日
及
び
対
象
地
区

九
月
二
十
六
日（

水）

　

三
戸
郡

九
月
二
十
七
日（

木）

　

下
北
郡
・
む
つ
市

九
月
二
十
八
日（

金）

　

上
北
郡
・
十
和
田
市
・
三
沢
市

十
月
一
日（

月）
　

東
郡
・
青
森
市

十
月
十
日（

水）
　

中
南
郡
・
黒
石
市
・
平
川
市

十
月
十
一
日（

木）

西
北
郡
・
五
所
川
原
市
・
つ
が

る
市

十
月
十
二
日（

金）

西
北
郡
・
五
所
川
原
市
・
つ
が

る
市

主
な
打
合
事
項

１　

各
共
済
事
業
の
制
度
内
容
に

つ
い
て

２　

任
意
生
命
共
済　

平
成
三
十

一
年
新
規
・
更
新
加
入
に
つ
い

て
３　

個
人
年
金
共
済　

平
成
三
十

一
年
新
規
・
更
新
加
入
の
取
扱

に
つ
い
て

４　

職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共

済　

平
成
三
十
一
年
一
月
継
続

の
取
扱
に
つ
い
て

５　

職
員
生
協
火
災
共
済　

共
済

金
の
請
求
に
つ
い
て

６　

公
有
建
物
共
済　

共
済
金
の

請
求
に
つ
い
て

７　

公
有
建
物
共
済
基
準
額
の
見

直
し
並
び
に
基
率
の
改
定
に
伴

う
委
託
契
約
の
見
直
し
に
つ
い

て
８　

自
動
車
事
故
に
つ
い
て

「梅沢富美男の
あおもりまち・

むら情報局」

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

共
済
事
業
地
区
別
事
務
打
合
会

　本会では、県内三十町村の情
報を首都圏へ発信するテレビ番
組「梅沢富美男のあおもりまち・
むら情報局」を企画し、ＴＯＫ
ＹＯ　ＭＸで三月三日から五回
にわたって放送しました。梅沢
富美男氏が総合プロデュース兼
ＰＲ局長として出演し、特産品
やイベント、ご当地グルメなど
各町村いち押しのディープな魅
力を紹介しています。
　放送された番組は、本会ホー
ムページで視聴できますので、
ぜひご覧下さい！
http://www.aomori-chousonkai.jp/

　

本
会
で
は
、
県
内
三
十
町
村
の

食
や
魅
力
を
首
都
圏
に
情
報
発
信

す
る
た
め
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
「
青

森
30
町
村
ま
る
ご
と
特
集
」
を
制

作
し
こ
の
た
び
発
行
い
た
し
ま
し

た
。

　

二
十
ペ
ー
ジ
全
面
フ
ル
カ
ラ
ー

の
タ
ブ
ロ
イ
ド
は

三
十
町
村
の
見
ど
こ
ろ
や
グ
ル
メ
、

温
泉
、
移
住
・
定
住
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
ぎ
ゅ
っ
！
と
ま
と
め
た
特

集
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
は
、
東
奥
日
報

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ウ
ェ
ブ
東

奥
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
青
森
ま

ち
・
む
ら
ま
る
っ
と
！
う
ま
い
も

の
フ
ェ
ア
」
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
本
会
業
務
共
済
課

ま
で
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
で
首
都
圏
へ
情
報
発
信

〝
青
森
30
町
村
ま
る
ご
と
特
集
〞

を
発
行

本
会
Ｈ
Ｐ
に

動
画
を
掲
載
中
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世
界
遺
産
は
顕
著
な
普
遍
的
価

値
を
有
す
る
遺
産
で
あ
り
、
人
類

全
体
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
す
。

記
念
物
や
遺
跡
な
ど
の
文
化
遺
産
、

地
形
や
地
質
な
ど
の
自
然
遺
産
、

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の

価
値
を
兼
ね
備
え
た
複
合
遺
産
の

三
種
類
が
存
在
し
、
遺
産
の
保
護

と
保
存
を
目
的
に
し
た
世
界
遺
産

条
約
が
昭
和
四
十
七
年
に
ユ
ネ
ス

コ
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
は
平
成
四
年
に
条
約
を
締

結
し
、
翌
年
に
は
白
神
山
地
を
は

じ
め
と
し
た
自
然
遺
産
二
件
、
文

化
遺
産
二
件
の
四
件
の
遺
産
が
世

界
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
本
年
六
月
に｢

長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
が
文
化
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
た
め
、
二
十
二
件
の
世
界
遺

産
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
」
は
、
北
海
道
、
本
県
、
岩

手
県
、
秋
田
県
の
一
道
三
県
が
共

同
で
提
案
し
て
い
る
縄
文
時
代
の

遺
跡
群
で
す
。
遺
跡
群
は
、
集
落

跡
や
貝
塚
な
ど
人
々
の
生
活
跡
の

実
態
を
示
す
遺
跡
の
ほ
か
、
環
状

列
石
や
周
堤
墓
な
ど
の
祭
祀
・
精

神
的
活
動
の
実
態
を
示
す
記
念
物

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
約
一
万

年
間
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
縄
文

文
化
の
貴
重
な
遺
産
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
初
は
本
県
が｢

青
森
県
の
縄

文
遺
跡
群｣

、秋
田
県
が｢

ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル｣

と
別
々
に
文
化
庁

へ
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
九
年
の
第
十
一
回
北
海

道
・
北
東
北
知
事
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
共
同
提
案
に
合
意
し
て
以
降

は
、
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
と
し
て
共
同
提
案
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
七
月
に
世
界
文
化
遺
産
国

内
推
薦
候
補
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

世
界
遺
産
と
は

北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群

ま

ち
づくりへ

の

上北郡

七
しち

戸
のへ

町
まち

世
界
文
化
遺
産
国
内
推
薦
候
補

　

二
ツ
森
貝
塚
を
活
用
し
た
ま
ち
・
人
づ
く
り

　

平
成
三
十
年
七
月
十
九
日
、
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
に

お
い
て｢

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群｣

が
世
界
文
化
遺
産
国

内
推
薦
候
補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
構
成
資
産
の
一
つ
で
あ
る
二
ツ

森
貝
塚
を
有
す
る
七
戸
町
で
は
、｢

史
跡
二
ツ
森
貝
塚
整
備
基
本
構

想
及
び
整
備
基
本
計
画｣

を
策
定
し
、
遺
跡
の
保
存
や
整
備
、
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

北海道・北東北の縄文遺跡群の一つ、「二ツ森貝塚」
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か
ら
、
二
年
後
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

七
戸
町
の
二
ツ
森
貝
塚
は
、
本

県
東
部
、
太
平
洋
岸
の
小
川
原
湖

西
岸
に
位
置
す
る
紀
元
前
三
千
五

百
年
か
ら
紀
元
前
二
千
年
頃
に
か

け
て
の
貝
塚
を
伴
う
集
落
遺
跡
で

す
。
県
内
最
大
か
つ
東
北
地
方
で

も
有
数
の
規
模
の
貝
塚
を
伴
っ
て

い
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ

り
、
こ
の
貝
塚
か
ら
は
貝
類
、
魚

類
、
鳥
類
、
ほ
乳
類
の
骨
の
ほ
か
、

漁
具
や
道
具
、
装
身
具
な
ど
の
骨

角
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
環
境
下
に
お
け
る
食
生
活

や
生
業
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
情

報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
跡
か
ら
は
埋
葬
さ
れ

た
イ
ヌ
の
骨
や
、
こ
の
地
域
か
ら

は
産
出
さ
れ
な
い
ヒ
ス
イ
や
黒
曜

石
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
縄
文

時
代
か
ら
人
と
犬
に
は
密
接
な
関

係
性
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
他
地
域

と
交
流
・
交
易
が
あ
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
二
ツ

森
貝
塚
は
環
境
に
適
応
し
た
定
住

生
活
の
顕
著
な
見
本
と
さ
れ
て
お

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
特
別
史
跡
で

あ
る
三
内
丸
山
遺
跡
と
と
も
に
、

東
北
北
部
を
代
表
す
る
大
規
模
な

集
落
遺
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
戸
町
で
は
、
遺
跡
の
確
実
な

保
存
と
遺
跡
の
価
値
や
町
の
歴

史
・
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
や

活
用
を
図
る
た
め
、｢

史
跡
二
ツ

森
貝
塚
整
備
基
本
構
想
及
び
整
備

基
本
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

史
跡
と
周
辺
地
域
を
四
つ
の
ゾ
ー

ン
に
区
分
け
し
て
、適
切
な
保
存
・

管
理
と
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

○
遺
構
復
元
ゾ
ー
ン

　

集
落
の
中
心
と
な
る
台
地
部
分

で
、
大
規
模
な
貝
塚
や
居
住
域
が

展
開
し
て
い
ま
す
。
人
骨
や
イ
ヌ

の
埋
葬
跡
な
ど
特
徴
的
な
遺
構
を

再
現
す
る
ほ
か
、
竪
穴
住
居
の
さ

ら
な
る
復
元
展
示
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

○
縄
文
の
森
ゾ
ー
ン

　

集
落
の
外
側
に
広
が
る
採
集
の

場
と
し
て
、
縄
文
時
代
の
植
生
環

境
と
景
観
に
近
づ
け
、
体
験
の
場

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

○
公
開
活
用
ゾ
ー
ン

　

二
ツ
森
貝
塚
の
情
報
発
信
施
設

と
し
て
、
史
跡
の
展
示
解
説
や
活

用
、
維
持
管
理
の
拠
点
と
し
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
設
置

す
る
ほ
か
、
出
土
品
や
貝
層
の
剥

ぎ
取
り
断
面
な
ど
で
展
示
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

○
景
観
保
全
ゾ
ー
ン

　

遺
跡
と
一
体
的
な
景
観
を
な
す

範
囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

協
力
も
得
て
景
観
保
全
に
努
め
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
元
有
志
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
遺

跡
を
会
場
と
し
た
縄
文
ま
つ
り
の

開
催
な
ど
、遺
跡
を
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
に
活
か
す
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

七
戸
町
で
は
、
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
が
世
界
遺
産
の

認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
二
ツ

森
貝
塚
の
魅
力
を
発
信
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に

将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
伝
え
、
ま

ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
七
戸
町
教
育
委

員
会
世
界
遺
産
対
策
室
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。【
０
１
７
６
―
５
８

―
５
５
３
０
】

二
ツ
森
貝
塚

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

史
跡
二
ツ
森
貝
塚
整
備
基
本

構
想
及
び
整
備
基
本
計
画

○
鹿
角
製
櫛

　

二
ツ
森
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
鹿
角
製
櫛
は
、
鹿

の
骨
に
装
飾
を
施
し
た
骨
角
製
品
で
、
縄
文
人
が

高
度
な
技
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
に
は
、
県
の
重
宝
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
復
元
さ
れ
た
竪
穴
式
住
居

　

竪
穴
式
住
居
と
は
、
掘
り
下
げ
た
地
面
を
床
と

し
、
柱
で
屋
根
を
支
え
る
構
造
の
建
物
で
す
。
二

ツ
森
貝
塚
で
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
や
食
料
を
保
存

す
る
た
め
の
貯
蔵
穴
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、

大
規
模
な
集
落
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地元有志によるボランティアガイド
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町 村 ト ピ ッ ク ス

あ
か
い
し
渓
流
ま
つ
り

「
ひ
ら
な
い
ま
る
ご
と
グ
ル
メ
館
」

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！　

　鶴田町の秋の風物詩、スチューベン
が収穫の時期を迎えます。10月頃に収
穫し、専用施設で貯蔵することで、冬
ぶどうとして２月末頃まで楽しむこと
ができます。また、収穫時期に合わせ、
観光農園でのスチューベンのもぎ取り
体験や、道の駅つるたではスチューベ
ンぶどうまつりも開催されます。左記
までお問い合わせの上、ぜひ秋の鶴田
町に足を運んでみてください。 北津軽郡

つ
る
た
ま
ち
鶴
田
町

今
年
も
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
！

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　平内町では本年、町特産のホタテを軸と
した「食の拠点」として、「ひらないまる
ごとグルメ館」をオープンしました。同施
設内の「ご当地レストラン　ホタテ一番」
では、大人気の「新・ご当地グルメ　平内
ホタテ活御膳」はもちろん、町内産ホタテ
にこだわった全11種類の創作メニューが楽
しめます。
　ご家族・ご友人お誘いあわせのうえ、ぜ
ひお越しください！
〇営業時間　午前11時～午後７時
〇定休日　　毎週水曜日
・「ホタテ一番」ホームページURL
　http://hotateichiban.com//

東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　六戸町で毎年11月に開催される「メ
イプルタウンフェスタ」は、「戸」の
兄弟として一戸から九戸までの市町村
が特産品を販売する「戸のじまん市」
や、上十三地域のうまいものが集合す
る広域定住自立圏市町村特産市、キャ
ラクターショーや伝統芸能など、イベ
ントが盛りだくさん！多くの来場者で
にぎわう町の名物行事にぜひお越しく
ださい。
〇開催日：11月３日（土）、４日（日）
〇場　所：メイン会場：
　　　　　六戸町総合体育館駐車場

上北郡

ろ
く
の
へ
ま
ち

六
戸
町

メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
タ

問い合わせ先　鰺ヶ沢町中央公民館
　　　　　　　TEL 0173-72-2859

問い合わせ先　ひらないまるごとグルメ館
　　　　　　　TEL 017-764-0251

　今年も「あかいし渓流まつり」が開
催されます。赤石川の金アユの塩焼き
やカジカの唐揚げなどの赤石渓流にち
なんだグルメが顔をそろえます。また、
ステージでは地元保育園児のアトラク
ションや登山囃子の演奏などもありま
すので、皆さまお誘い合わせの上、ご
来場ください。
〇日時：10月14日（日）10：00 ～
〇場所：光信公の館　駐車場

問い合わせ先　メイプルタウンフェスタ実行委員会（六戸町産業課内）
　　　　　　　TEL 0176-55-4495

問い合わせ先　鶴田町観光協会　　　　　　 　TEL 0173-22-3414
　　　　　　　道の駅つるた 鶴の里あるじゃ　TEL 0173-22-5656
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　ホタテの価格高騰によりしばらく販
売を中止していた、ご当地バーガーの
「びっくりホタテバーガー」が復活し
ました。
　手作りパンに、陸奥湾産ホタテの貝
柱だけをふんだんに使用した大きなホ
タテフライがサンドされ、食べごたえ
ある美味しさ。
　菜花ソフトやはちみつも人気。秋の
ドライブで道の駅よこはま「菜の花プ
ラザ」へぜひお立ち寄りご賞味くださ
い。

上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
〝
び
っ
く
り

ホ
タ
テ
バ
ー
ガ
ー
〞
復
活
‼

下北郡

か
ざ
ま
う
ら
む
ら

風
間
浦
村

　11月11日（日）、ひばり野公園を会
場に地元有志による五戸馬鍋マラソン
が開催されます。毎年町内外から多く
のランナーが集まる本大会の目玉は、
マラソン後に振舞われる馬鍋。五戸町
の特産品である馬肉を使った馬鍋は絶
品。その後には地域の特産品が当たる
抽選会もご用意しておりますので、皆
様お誘いあわせのうえ、ご参加くださ
い。スポーツの秋と食欲の秋を同時に
楽しみましょう。

三戸郡

ご
の
へ
ま
ち

五
戸
町

第
８
回
五
戸
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

五
戸
馬
鍋
マ
ラ
ソ
ン

問い合わせ先　下風呂温泉旅館組合
　　　　　　　（風間浦村商工会内）
　　　　　　　TEL 0175-35-2010

ゆ
か
い
村

風
間
浦
鮟
鱇
ま
つ
り

　風間浦村では、11月中旬から鮟鱇漁が始まり、寒さが厳しくな
る12月中旬には「ゆかい村 風間浦鮟鱇まつり」が始まります。
　下風呂温泉郷内の協賛宿泊施設や食堂で鮟鱇鍋はもちろん、極
上のあん肝、郷土料理の鮟鱇共合え、漁場が近く活きたまま水揚
げされるからこそ食べられる鮮度命のお刺身などを提供します。
　また、平成31年２月３日（日）に開催される「風間浦鮟鱇感謝祭」
では、鮟鱇雪中切り（伝統的な捌き方）の実演や、鮟鱇鍋を安価
で振舞います。
　ここ数年、専門店や料亭を中心に評価が高まっている「風間浦
鮟鱇」と、良質な硫黄泉の下風呂温泉をぜひご堪能ください。

ゆかい村 風間浦鮟鱇まつり
○日時　平成30年12月中旬～平成31年３月31日（日）まで
○場所　下風呂温泉郷

　11月25日（日）は南部町に青森県内
のご当地鍋が大集合‼
　鍋は1杯200円～300円で販売、たく
さん食べて青森県の魅力を知っちゃお
う♪
　当日は抽選会や、ご当地ゆるキャラ
たちのイベントもあるよ‼
　みんなで南部町さ、あんべ☆彡（訳：
南部町に行こう）
○日時：11月25日（日）９：30～15：00
○場所：ふるさと運動公園周辺

三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

あ
お
も
り
鍋
自
慢

問い合わせ先　道の駅よこはま「菜の花プラザ」
　　　　　　　TEL 0175-78-6687

問い合わせ先　南部町　観光協会（南部町役場内）
　　　　　　　TEL 0178-84-2119

問い合わせ先　五戸チャリティーラン実行委員会
　　　　　　　会長　根岸　英治
　　　　　　　TEL 090-3360-3965

あ
ん
こ
う
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あいさつする小沢課長

あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。
あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。

青森県町村会　業務共済課［共済事業］　電話：０１７－７２３－１３３１
制度内容・申込手続きに関するお問合せ先

退職後のお取扱いについて

退職後継続加入制度　職員とその配偶者の方は、退職後も、現職中と同様の保障が得られます！

最長年齢75歳６カ月まで更新できます。

最長75歳６カ月まで更新できます。

任意生命保険 死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

任意医療保険 １泊２日以上の入院・手術等を保障します。

退職後も退職時に加入していた保障額を限度に共済契約を継続（退職者加入への移行）
できます。
（退職時に本共済をご利用されていた方です。）

１

移行後は、退職者と青森県町村会との間で直接、継続等の事務手続きを行います。
（退職後の翌１月からの継続書類はご自宅に郵送されます。）
２

退職者加入への移行を希望される方は事前に団体担当者にご相談願います。
（「退職者継続加入申込書」のご記入をお願いします。）
３

加入できるのは職員とその配偶者となります。
こどもは退職後継続加入制度の対象とはなりません。

４

掛金のお払込みは年払いのみとなります。５

　　　　　入院（１泊２日以上）・手術等を、現職中から退職後まで幅広く保障する制度です。

３ 掛金は、任意共済保険
の規模による割引を適
用しております。

４ １年ごとに収支計算を行い、
剰余金が生じた場合は、配当金を
お受け取りになれます。
平成28年度から退職後継続加入の方も
配当金をお受け取りになれるようになれました。 ※これは平成29年度（＊）の配当実績に基づくものであり、

　将来のお受取りをお約束するものではありません。
（＊）保険期間：平成29年１月１日～平成29年12月31日

昨年度の年
間

払込掛金に
対

する配当実
績 約28.9%



17

あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。

任意生命保険
【団体定期保険】
　所定の高度障がい状態の保障！
　死亡時の保障！

任意医療保険
【総合医療保険（団体型）】
　手術のときにも給付金が支払われます！
　１泊２日以上の入院から保障！

ご 加 入 の お す す め

任意共済保険
町村等職員のみなさまへ 平成31年度

更新 更新 更新

現　職　中

留意点 ●配偶者・子どものみで加入することはできません。また、配偶者は、任意共済保険・医療保障保険ともに職員と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。こどもは、医療保障保険につい
　ては配偶者と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。

　任意生命保険　死亡・所定の高度障がい状態を保障します。
●職員とその配偶者様・お子様まで、万一の場合の安心をサポートいたします。
保険金額　職員、配偶者、こどもに200万円が追加されました！

●このようなときに、保険金をお支払いします。

　任意医療保険　１泊２日以上の入院・手術等を保障します。

▼ご加入　～保険期間１年～

更新 更新 更新▼ご加入　～保険期間１年～

■保険期間中に死亡された場合
■保険期間中に、加入日（＊）以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態になられた場合
　（＊）保障額を増額する場合、増額部分については、加入日を増額日と読替えます。

職　員 3,000万円～400万円、200万円 年齢65歳6カ月まで
年齢65歳6カ月まで
年齢22歳6カ月まで

1,000万円～400万円、200万円
400万円、200万円

申込保険金額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、加入保険金額を増
額（または減額）することができます。

●職員とその配偶者様・お子様がご加入いただくことができます。

●保険期間中のケガや病気等による「入院」「手術」等に対する保障を確保できます。

職員 入院給付金：12,000円～5,000円
入院療養給付金：
入院給付金日額×５

手術給付金：
・１泊２日以上継続した
　入院中に受けられた
　対象手術につき
　入院給付金日額×20
・放射線治療は、
　入院給付金日額×10
・外来・日帰り手術は、
　入院給付金日額×５

入院給付金：10,000円～3,000円

入院給付金：5,000円あるいは3,000円

年齢65歳6カ月
まで

年齢65歳6カ月
まで

年齢22歳6カ月
まで

申込入院給付金日額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、入院給付金日額を
増額（または減額）することができ
ます。

※新規加入・増額をされる場合には、｢申込書兼告知書｣裏面に記載の質問事項に対する答えが全て｢いいえ｣となる必要があります。
（＊）保険金額　配偶者（500万円）は前年度も同額で加入していた場合のみとなります。

※新規加入・増額をされる場合には、「申込書兼告知書」裏面に記載の質問事項に対する答えが全て「いいえ」となる必要があります。

制度の

しくみ

特  徴
と

任意共済保険は、みなさまの死亡・所定の高度障がい状態・　　　　　　　　　　　　

１ ライフステージの変化に合わせ、
毎年保障額の見直しができます。
（健康状態によっては保障額を増額できな
い場合があります。）

２ お申込み手続きは健康状態
等の告知による方法です。
（医師の診査はありません。）
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随 想
第39話

松
まつ

尾
お

　和
かず

彦
ひこ

プロフィール
県議会議員。
現在１期目、55歳。

三戸町長

　

私
の
生
家
は
三
百
年
程
前
か
ら

酒
造
り
を
し
た
家
で
、
明
治
二
十

八
年
度
全
国
酒
造
家
造
石
高
見
立

鑑
で
は
、
一
千
九
十
六
石
で
一
石

百
本
と
す
れ
ば
、
約
十
万
本
を
超

え
る
量
の
酒
を
製
造
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
近
所
の
熊
野
神

社
に
は
、
当
時
の
酒
造
り
を
描
い

た
絵
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
今
で

も
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
中
戦
後
の
食
糧
事

情
や
国
の
方
針
に
も
振
り
回
さ

れ
、
日
本
酒
だ
け
で
な
く
果
実
酒

な
ど
も
造
り
、
酒
屋
を
切
り
盛
り

す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
か
現
在
で

は
、
酒
蔵
が
あ
っ
た
場
所
は
ス
ー

パ
ー
の
敷
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
私
の
記
憶
の
片
隅
に
は
、
母

屋
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
酒
蔵
の
蔵

独
特
の
古
い
建
物
や
米
麹
の
匂
い
、

工
場
や
店
舗
で
働
く
南
部
杜
氏
の

熱
気
、
名
久
井
岳
や
お
城
山
、
神

明
様
や
熊
原
川
が
あ
り
、
湧
き
出

す
き
れ
い
な
水
な
ど
豊
か
な
自
然

の
恵
み
を
感
じ
て
育
ち
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
造
り
酒
屋
の
建
物
の

特
徴
は
、
空
に
届
く
よ
う
な
高
い

煉
瓦
の
煙
突
と
広
い
工
場
を
覆
っ

て
い
た
大
き
な
屋
根
で
す
。
幼
少

の
頃
、
雨
が
降
る
と
重
な
り
合
っ

た
屋
根
か
ら
集
ま
る
雨
水
が
、
滝

の
よ
う
に
、
勢
い
良
く
ぶ
つ
か
り

落
ち
る
様
は
迫
力
が
あ
り
、
雨
の

日
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

ま
た
、
熊
原
川
な
ど
水
が
豊
富

な
と
こ
ろ
に
は
、
ト
ン
ボ
や
カ
エ

ル
、
ア
ユ
や
ハ
ヤ
な
ど
を
、
釣
竿

や
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
追
い
か
け
回

し
、
家
に
帰
る
と
日
が
暮
れ
て
親

に
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
は
遊
び
の
天
才
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
機
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
か
っ
た
時

代
、
自
然
が
遊
び
場
だ
か
ら
こ
そ
、

豊
か
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
子
ど
も

達
が
川
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
滅
多

に
見
な
く
な
り
、
こ
れ
も
時
代
の

流
れ
か
と
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
町
長
就
任
２
年
目
の

今
年
は
、
少
し
違
っ
た
三
戸
町
の

夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
戸
町
商
工
会
青
年
部
の
皆

さ
ん
が「
川
ま
つ
り
」
と
題
し
て
、

熊
原
川
を
主
会
場
に
、
川
と
自
然

に
触
れ
合
う
体
験
活
動
を
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
町
も
応
援
し
、
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
大

勢
の
人
が
集
ま
る
力
の
こ
も
っ
た

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

魚
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
生
き
た

魚
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

た
子
ど
も
の
歓
声
が
響
き
渡
る
な

ど
、
当
日
の
大
雨
に
も
関
わ
ら
ず

多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
実

行
委
員
長
に
企
画
の
経
緯
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
自
分
た
ち
が
三
戸

町
の
良
さ
を
考
え
た
時
、
川
と
い

う
自
然
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
良
さ
を
子

ど
も
達
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
時
代
を
越

え
た
共
通
の
宝
も
の
で
あ
る
川
や

自
然
か
ら
、
子
ど
も
達
に
自
分
の

住
む
町
の
良
さ
を
伝
え
る
機
会
を

作
り
出
し
て
く
れ
た
と
感
激
し
、

感
謝
し
ま
し
た
。

　

三
戸
町
の
特
徴
は
、
寒
暖
差
が

県
内
一
大
き
い
豊
か
な
自
然
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

人
材
が
育
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
人
口
や
社
会
環
境

が
変
化
し
て
い
く
中
、
次
の
時
代

を
担
う
人
材
を
育
む
こ
と
が
町
の

使
命
で
す
。
教
育
の
町
を
掲
げ
る

三
戸
町
と
し
て
、
改
め
て
人
材
育

成
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

雨
に
も
負
け
ず
、
諦
め
ず
、
来

年
も
頑
張
ろ
う
！

九
転
十
起

　

〜
雨
に
も
負
け
ず

立
ち
上
が
れ
〜

自然を親子で体感することができた川まつり

五穀豊穣の願いが込められた奉納額


